
２０１6年２月号15

（
期
間
）
１0
月
22
日
～
2３
日

（
目
的
及
び
視
察
地
）

●�

集
中
豪
雨
時
の
対
応
・
災

害
発
生
時
の
対
策
等
に
つ

い
て

（
広
島
県
広
島
市
）

　

平
成
26
年
８
月
１9
日
か
ら

20
日
に
か
け
て
広
島
市
で
は

未
曾
有
の
集
中
豪
雨
と
そ
の

後
の
土
石
流
の
発
生
等
で
大

変
な
被
害
が
出
た
。
地
域
防

災
計
画
通
り
に
避
難
対
策
等

は
適
切
に
行
わ
れ
て

い
た
の
か
、
避
難
勧

告
の
発
令
時
期
は
計

画
に
沿
っ
た
も
の
で

あ
っ
た
の
か
、
ま
た
今

後
、
今
回
と
同
様
な

急
激
な
気
象
の
変
化
、

深
夜
の
災
害
発
生
に

対
応
す
る
た
め
に
は
、

ど
の
よ
う
な
避
難
対

策
を
行
う
べ
き
か
等

に
つ
い
て
く
わ
し
く

検
証
さ
れ
て
い
た
。

今
後
の
対
策
に
十
分

に
生
か
さ
れ
る
こ
と

を
望
む
も
の
で
は
あ

る
が
、
自
然
災
害
は
い
つ
、

ど
こ
で
発
生
す
る
か
判
ら
な

い
場
合
が
多
い
。
小
城
市
に

お
い
て
も
天
山
か
ら
有
明
海

ま
で
豊
か
な
自
然
に
恵
ま
れ

て
い
る
が
災
害
も
多
い
。
未

然
に
防
ぐ
為
の
対
応
、
災
害

が
起
こ
る
前
の
す
ば
や
い
行

動
、
減
災
の
た
め
の
行
動
、

発
生
し
た
後
の
対
応
等
に
つ

い
て
常
日
頃
の
確
認
で
対
策

を
立
て
る
こ
と
が
重
要
で
あ

る
と
感
じ
た
。

文
教
厚
生
常
任
委
員
会　
視
察
研
修
報
告

（
期
間
）
１0
月
27
日
～
28
日

（
目
的
及
び
視
察
地
）

●�

介
護
保
険
い
き
い
き
ポ
イ

ン
ト
制
度（

岡
山
県
倉
敷
市
）

　

倉
敷
市
は
48
万
人
の
人
口

で
、
毎
年
増
加
し
て
い
る
。

　

こ
の
制
度
は
、
現
在
２
期

目
の
女
性
市
長
が
市
単
独
で

行
っ
て
い
る
介
護
保
険
事
業

の
一
環
と
し
て
取
り
組
ん
で

い
る
。

　

平
成
2３
年
度
よ
り
始
め
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
や
る
ご
と

に
加
算
さ
れ
上
限
は
５
千
ポ

イ
ン
ト
。
１
回
で
１
ポ
イ
ン

ト
で
１
円
。
上
限
で
５
千
円

に
換
金
で
き
、
交
通
費
見
合

い
分
と
位
置
づ
け
ら
れ

て
い
る
。
平
成
26
年
度

は
６
０
３
人
の
登
録
で
、

千
人
が
目
標
。
介
護
施

設
等
で
話
し
相
手
や
清

掃
や
イ
ベ
ン
ト
の
手
伝

い
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
。

課
題
は
、
各
集
落
等
の

活
動
範
囲
の
拡
大
と
感

じ
た
。

●
児
童
発
達
支
援
セ
ン
タ
ー

（
岡
山
県
玉
野
市
）

　

玉
野
市
の
人
口
は
６
万
２

千
人
。
平
成
24
年
４
月
に
郊

外
の
施
設
の
一
部
を
改
装
し

て
３
年
目
。
発
達
障
が
い
児

や
身
体
障
が
い
児
な
ど
の
幼

児
や
放
課
後
支
援
と
し
て
小

学
６
年
生
ま
で
受
け
入
れ
、

支
援
員
22
名
。
定
員
20
名
に

自
閉
症
の
子
な
ど
現
在
22
名

の
入
園
と
放
課
後
支
援
に
１0

名
の
子
ど
も
た
ち
が
通
っ
て

い
る
。

　

市
の
や
る
気
と
保
護
者
の

支
援
で
、
施
設
は
決
し
て
新

し
く
は
な
い
が
、
子
ど
も
を

見
守
る
熱
意
に
感
動
し
た
。

総
務
常
任
委
員
会　
視
察
研
修
報
告

（
期
間
）
１１
月
５
日
～
６
日

（
目
的
及
び
視
察
地
）

●�

「
フ
ー
ド
バ
レ
ー
八
代
」

の
取
り
組
み
に
つ
い
て

（
熊
本
県
八
代
市
）

　

八
代
市
に
お
い
て
、
農
林

水
産
業
及
び
食
品
関
連
企
業

の
調
査
、
開
発
、
製
造
並
び

に
物
流
、
販
売
等
の
全
ス

テ
ー
ジ
を
支
援
で
き
る
体
制

づ
く
り
を
行
い
、
世
界
に
通

じ
る
「
八
代
ブ
ラ
ン
ド
」
の

創
出
に
向
け
て
地
域
が
取
り

組
む
べ
き
方
向
性
を
示
し
た

「
八
代
フ
ー
ド
バ
レ
ー
基
本

戦
略
構
想
」
に
つ
い
て

学
ん
だ
。「
食
」
に
関

す
る
あ
ら
ゆ
る
産
業

の
活
性
化
を
目
指
す

も
の
で
あ
り
、
４
つ
の

大
き
な
基
本
戦
略
が

掲
げ
ら
れ
て
い
る
。

１�

．
地
域
の
ブ
ラ
ン
ド

づ
く
り

２�

．
八
代
の
個
性
と
魅

力
を
発
揮
で
き
る

食
の
拠
点
づ
く
り

３�

．
流
通
を
拡
大
す
る

販
路
づ
く
り

４�

．
フ
ー
ド
バ
レ
ー
八
代
を

実
践
す
る
体
制
づ
く
り

　

以
上
の
こ
と
を
基
本
と
し

て
、
市
役
所
に
も
担
当
課
を

設
置
し
、
総
合
窓
口
機
能
を

担
い
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の

役
割
を
果
た
し
、情
報
共
有
、

意
識
共
有
と
実
働
体
制
の
連

携
が
図
ら
れ
る
体
制
づ
く
り

が
で
き
て
お
り
、
企
業
、
行

政
に
お
け
る
連
携
の
取
り
方

等
に
つ
い
て
参
考
と
す
る
と

こ
ろ
が
多
く
あ
っ
た
。

産
業
建
設
常
任
委
員
会　
視
察
研
修
報
告

視
察
研
修
報
告



２０１6年２月号 16

（
期
間
）
１１
月
１１
日
～
１３
日

（
目
的
及
び
視
察
地
）

●
議
会
改
革
及
び
政
治
論
理

条
例
に
つ
い
て

（
京
都
府
亀
岡
市
）

（
京
都
府
京
田
辺
市
）

　

亀
岡
市
議
会
は
全
国
で
も                                                                                                                                                

議
会
公
開
度
、住
民
参
加
度
、

運
営
改
善
度
の
議
会
改
革
度

は
１３
位
と
素
晴
ら
し
い
改
革

を
さ
れ
て
い
る
。

　

近
年
で
は
事
務
事
業
評
価

の
実
施
、
会
議
へ
の
パ
ソ
コ

ン
等
持
込
許
可
、文
書
質
問
、

政
策
研
究
会
制
度
、
フ
ェ
イ

ス
ブ
ッ
ク
の
活
用
、
子
ど
も

議
会
の
開
催
な
ど
改
革
さ

れ
、
市
民
と
と
も
に
歩
む
改

革
へ
常
に
挑
戦
し
進
化
さ
れ

て
い
た
。

　

京
田
辺
市
議
会
は
、
議
会

改
革
条
例
を
平
成
26
年
９
月

に
制
定
し
て
い
る
。
特
徴
と

し
て
議
員
は
議
会
が
言
論
の

場
で
あ
る
こ
と
を
認
識
し
、

自
由
な
討
議
を
尊
重
さ
れ
て

い
る
。
議
会
広
報
の
充
実
で

は
、
特
に
議
会
の
傍
聴
者
へ

の
資
料
の
提
供
（
決
算
の
資

料
等
）
で
傍
聴
意
欲
を
高
め

て
い
る
。

　

議
員
と
市
長
と
の
関
係
で

は
、
市
長
に
発
言
の
趣
旨
に

つ
い
て
確
認
の
た
め
の
反
問

す
る
機
会
を
与
え
て
い
る
。

　

こ
の
研
修
を
終
え
て
議
会

改
革
の
内
容
に
つ
い
て
も
、

議
会
報
告
会
等
の
住
民
参
加

度
や
公
開
度
を
上
げ
る
必
要

を
感
じ
た
。

（
期
間
）
１１
月
９
日
～
１0
日

（
目
的
及
び
視
察
地
）

●�

議
会
広
報
に
つ
い
て

（
鹿
児
島
県
霧
島
市
）

（
鹿
児
島
県
い
ち
き
串
木
野
市
）

　

霧
島
市
は
「
議
会
だ
よ
り

編
集
特
別
委
員
会
」
よ
り
格

上
げ
さ
れ
た
「
広
報
広
聴
常

任
委
員
会
」に
な
っ
て
お
り
、

委
員
の
構
成
は
、総
務
文
教
、

環
境
福
祉
、
産
業
建
設
に
、

議
会
運
営
委
員
会
を
加
え
、

各
２
名
の
計
８
名
で
運
営
さ

れ
て
い
た
。

　

オ
ー
ル
カ
ラ
ー
刷
り
で
、

レ
イ
ア
ウ
ト
も
工
夫
さ
れ

て
、
わ
か
り
や
す
い
紙
面
づ

く
り
が
な
さ
れ
、
一
般
質
問

の
と
こ
ろ
で
は
、
質
問
議
員

の
顔
写
真
の
下
に
Ｑ
Ｒ
コ
ー

ド
が
つ
い
て
お
り
、
動
画
で

視
聴
で
き
る
仕
組
み
に
な
っ

て
い
た
。
表
紙
に
は
フ
ォ
ト

コ
ン
テ
ス
ト
入
選
作
品
の
写

真
を
採
用
、
市
民
参
加
型
と

い
う
姿
勢
が
み
え
る
編
集
で

あ
っ
た
。

　

ま
た
、
毎
号
、
時
宜
に
か

な
っ
た
特
集
記
事
が
組
ま

れ
、常
任
委
員
会
報
告
も「
委

員
会
レ
ポ
ー
ト
」
と
い
う

ペ
ー
ジ
設
定
で
読
み
手
の
興

味
を
引
く
編
集
に
な
っ
て
い

た
。
中
で
も
委
員
会
活
動
の

中
に
お
い
て
、
当
市
も
参
考

に
し
な
け
れ
ば
と
感
じ
た
こ

と
は
、「
議
会
報
告
会
」
を
、

さ
ま
ざ
ま
の
団
体
・
グ
ル
ー

プ
・
個
人
か
ら
意
見
を
聴
く

か
た
ち
で
の
「
公
聴
」
と
い

う
ス
タ
ン
ス
に
シ
フ
ト
し
、

「
市
民
に
開
か
れ
た
議
会
」

を
め
ざ
し
「
議
員
と
語
ろ
か

い
」
へ
変
え
、
取
り
組
ま
れ

て
い
た
こ
と
だ
っ
た
。

開
催
場
所
に
つ
い
て

も
、
市
内
を
く
ま
な
く

巡
回
す
る
よ
う
毎
回
、

開
催
場
所
の
検
討
も
さ

れ
、
定
例
会
ご
と
８
か

所
で
や
っ
て
い
る
と
の

報
告
だ
っ
た
。

　

２
日
目
の
い
ち
き
串

木
野
市
は
霧
島
市
と
同

じ
く
、
年
5
回
の
発
行

で
、
１
月
の
新
年
号
を

し
て
、
議
長
と
市
議
会

議
員
の
あ
い
さ
つ
を
載
せ
、

４
ペ
ー
ジ
組
の
別
冊
の
議
会

報
を
出
さ
れ
て
い
た
。
霧
島

市
と
は
や
や
違
う
が
、
今
ま

で
の
「
報
告
会
」
か
ら
、「
市

民
と
語
る
会
」
に
衣
替
え
を

し
て
、
６
日
間
１6
か
所
の
会

場
で
行
っ
た
取
り
組
み
は
、

市
民
へ
の
開
か
れ
た
議
会
を

目
指
そ
う
と
い
う
意
気
込
み

を
、
ま
た
、
将
来
を
担
う
市

内
の
子
ど
も
た
ち
を
表
紙
に

毎
号
取
り
上
げ
る
な
ど
「
子

ど
も
へ
の
ま
な
ざ
し
の
熱

さ
」
と
い
っ
た
も
の
も
感
じ

た
。

広
報
編
集
特
別
委
員
会　
視
察
研
修
報
告

議
会
運
営
委
員
会　
視
察
研
修
報
告

視
察
研
修
報
告


